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囲碁は、逆転が多い競技で、終盤になるまで勝敗がわ
からないのが醍醐味。すぐに誰でも楽しめる競技なの
で、出場目指して今から始めてみてはいかがでしょうか

サッカーは、県総合運動公園と河内総合運動公園、壬
生町総合公園の３会場で開催。「こうち大会」では栃
木県チームが B ブロックで準優勝。今年は開催県な
ので２チーム出場でき、優勝への期待が高まります

ゲートボールは、日本生まれのスポーツ
です。もともと子どもたちへの普及を目
的にしていましたが、その手軽さから高
齢者に適したスポーツとして広まりまし
た。現在では、ゲートボール人口は国内
で 190 万人、世界では 1000 万人と
も言われています。栃木大会には全国
から約 2000 人の選手が参加予定です

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
」
が
10
月
４

日
か
ら
７
日
ま
で
、
栃
木
県
内
20
市
町
で
、
開
催

さ
れ
ま
す
。
会
場
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選

手
た
ち
が
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
技
を
競
い
合
い
、
趣

味
談
義
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま

す
。
種
目
は
あ
わ
せ
て
24
種
目
。
昨
年
の
「
こ
う

ち
大
会
」
で
は
12
種
目
で
栃
木
県
選
手
団
が
入
賞
。

「
と
ち
ぎ
大
会
」
で
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
60
歳
以
上
だ
け
で
な
く
、
年
齢
制
限

が
な
い
種
目
も
あ
り
、
世
代
を
超
え
て
交
流
で
き

ま
す
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
す
べ
て
の
人
が
参

加
し
て
楽
し
め
る
「
元
気
の
祭
典
」
で
す
。

ゲートボール（佐野市）

サッカー（宇都宮市・壬生町）

囲碁（下野市）

今
開
秋
催

10月
４日（土）〜７日（火）

ねんりんピック栃木２０１４
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学生時代水泳の経験がある久保治夫さんが、再び
水泳を始めたのは 40 歳になってから。健康づく
りのため、週２回プールに通い、１時間ほど泳ぐ
という日々。以来、今日までプール通いを続けて
います。ねんりんピックは「こうち大会」が２回目。
昨年秋に小山市で開かれたリハーサル大会 ( 栃木
県マスターズ）では２つの大会新を記録しました。
久保さんは現在「スウィン宇都宮スイミングスク
ール」でトレーニングを続けながら「宇都宮メッ
ク」の仲間とともに、全国各地の大会にも参加し
ています。そこでの水泳仲間との交流が何よりの
楽しみ。「今まで続けてこられたことに対し関係
者に感謝します」と言っています。

　

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
こ
う
ち
大
会
」（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３
）
で
は
栃
木
県

か
ら
出
場
し
た
９
チ
ー
ム
、
10
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
最
も
多
い
の
が
水
泳
。
久
保
治
夫
さ
ん
（
宇

都
宮
市
）
を
は
じ
め
５
人
が
３
位
以
内
に
入
賞
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
高
山
道
雄
さ

ん
（
鹿
沼
市
）
と
、
山
本
忠
之
さ
ん
（
日
光
市
）
が
と

も
に
部
門
優
勝
。
テ
ニ
ス
、
太
極
拳
も
優
勝
。
栃
木
県

選
手
団
の
実
力
を
全
国
に
示
し
ま
し
た
。「
と
ち
ぎ
大

会
」（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
）
で
も
、
栃

木
県
選
手
団
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
勝
ね
ら
う
競
技
ス
ポ
ー
ツ

昨
年
は
９
チ
ー
ム
10
人
が
入
賞

６
～
７
人
の
集
団
演
武
で
、
チ
ー
ム

対
抗
の
競
技
を
行
い
ま
す
。
競
技
種

目
は
24
式
太
極
拳
（
競
技
用
に
統
一

さ
れ
た
太
極
拳
の
様
式
）
を
４
分
以

内
に
構
成
し
、
参
加
チ
ー
ム
が
準
備

し
た
音
楽
で
演
武
し
ま
す

「
こ
う
ち
大
会
」で
は
栃
木
県
の「
チ
ー
ム
・

プ
ロ
ス
ト
」
が
優
勝
し
ま
し
た

テ
ニ
ス
（
栃
木
市
）

直
径
44
㍉
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
を
使
う「
新
卓
球
」

の
ル
ー
ル
で
競
技
し
ま
す

卓
球
（
鹿
沼
市
）

水泳の個人競技は、60 〜 64 歳、65 〜
69 歳、70 〜 74 歳、75 〜 79 歳、80
歳以上の５クラスでタイムを競います

水泳（小山市）

太
極
拳
（
宇
都
宮
市
）

こうち大会
水泳・背泳ぎ（65-69 歳）準優勝

久保 治夫 さん (68・宇都宮市）

健康のため
40歳からプール通い

ねんりんピック栃木２０１４
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井頭公園とその周辺を走るコースです。３㌔、５㌔、10 ㌔の
各コースがあります。60 歳以上の「高齢者」と小学 1 年生以
上の「一般」の２部門があり、家族ぐるみでの参加もできます

マラソン （真岡市） 

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
60
歳
以
上
の
人
が
主
人
公
で
す

が
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
が
交
流
し
、

楽
し
め
る
大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
競
技
の
中
に
は
、

年
齢
制
限
を
設
け
ず
に
、
す
べ
て
の
人
が
参
加
で
き
る
部

門
も
あ
り
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
俳
句

は
、
そ
れ
ぞ
れ
60
歳
以
下
の
「
一
般
部
門
」
を
設
け
て
い

ま
す
。（
詳
細
は
未
定
）。
ま
た
俳
句
は
、
当
日
参
加
（
年

齢
制
限
な
し
）
も
可
能
で
す
。

世
代
を
超
え
て
楽
し
く
交
流

「
募
集
句
」
は
高
齢
者
部
門
と
一
般
部

門
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
部
門
は
60
歳

以
上
で
す
が
、
一
般
部
門
は
60
歳
未
満

が
対
象
に
な
り
ま
す
。ま
た
、「
当
日
句
」

は
、
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日

参
加
も
で
き
ま
す

俳
句

（
那
須
烏
山
市
）

ウォークラリーにも年齢制限がない「一般」部
門があります。那須高原の特設コースで開催予
定で、色鮮やかに紅葉した那須連山を歩きなが
ら高原ならではの豊かな自然が体感できます

ウォークラリー （那須町）

年
齢
制
限
な
し
の
部
門
も

マラソンを始めたのは中学生の頃。
高山さんは聴覚障害があり、県立
聾学校に通学していました。体育
の時間や運動会での徒競走ではい

つも 1 位。先生からマラソンを勧められました。同校
の高等部に進学し、３年生の時にチームを作って県の高
校生駅伝に出場しました。結果は最下位でしたが、ほか
の高校生と一緒に走れたことの感動を今でも忘れませ
ん。社会人になってもマラソンを続け、25 歳の時、ワ
シントンで開かれた国際ろう者競技大会（現在のデフリ
ンピック）に出場し、銅メダルを獲得しました。現在は

「栃の葉国体記念健康マラソン」に毎年出場しているほ
か、県内外で開かれている数々の大会にも個人や「いき
いきクラブ」の仲間とともに参加しています。体力・健
康づくりのため、家の周辺をその日の体調にあわせて毎
日 15 〜 20㌔、楽しく走ることを日課にしています。

こうち大会
マラソン（７０歳以上５km）優勝

高山   道雄 さん（73 歳・鹿沼市）

家の回りを毎日 20㌔

ねんりんピック栃木２０１４
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栃木県
総合運動公園
交流大会会場
（14市 6町）

マロニエプラザ

栃木県庁

栃木県
総合文化センター

会場
日付 10月 4日（土）

午前　　　　午後

10月 5日（日）
午前　　　　午後

10月 6日（月）
午前　　　　午後

10月 7日（火）
午前　　　　午後

総合開会式
ふれあい広場

ふれあいニュースポーツ・健康フェア・相談コーナー・健康福祉機器展
・ふれあい広場・オリジナルイベント・併催イベント・協賛イベント

地域文化伝承館・オリジナルイベント

ファッショ
ンショー

スポーツ交流大会・ふれあいスポーツ交流大会
文化交流大会（全 24 種目）・健康づくり教室

音楽
文化祭

シンポ
ジウム

総合
閉会式

美　　術　　展

とちぎ大会スケジュール

美術展

地域のボランティアによるおもてなし

健康福祉機器展 健康づくり教室

ふれあい広場

地域文化伝承館

音楽文化祭

み
ん
な
で
参
加

で
き
る
楽
し
い

イ
・
ベ
・
ン
・
ト

ねんりんピック栃木 2014 検索

ねんりんピック栃木２０１４

交流大会の
種目と会場

ふれあいスポーツ交流大会

文化交流大会

スポーツ交流大会
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牧歌舞伎保存会は 2012 年、
結成 30 周年を迎えました。
現在は、２年に１度定期公演を
行っています。上演に先立って、
口上を述べる牧歌舞伎保存会。

くずう原人まつりで「白浪五人
男」を演じる常盤中学校の生徒たち

江
戸
末
期
か
ら
明
治
の
初
期
に
か
け
て
、
歌
舞
伎
の
地
方
巡
業
が

盛
ん
で
し
た
。
歌
舞
伎
役
者
か
ら
教
わ
っ
た
演
目
を
、
地
域
の
農

民
た
ち
が
自
ら
演
じ
よ
う
と
、
一
座
を
つ
く
り
ま
し
た
。
農
作
業

が
一
段
落
し
た
秋
の
終
わ
り
、
祭
礼
の
奉
納
行
事
と
し
て
上
演
し

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
娯
楽
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
背
景
に
素
人

に
よ
る
「
地
芝
居
」
は
広
く
地
方
の
農
村
に
浸
透
し
て
ゆ
き
ま
し

た
。
栃
木
県
内
に
も
、
最
盛
期
に
は
30
以
上
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

大
戦
を
機
に
、
ひ
と
つ
消
え
、
ふ
た
つ
消
え
、
し
ば
ら
く
の
間

上
演
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
１
９
８
１
年
、

郷
土
の
伝
統
芸
能
を
守
り

次
の
代
に
受
け
継
ご
う
と

旧
葛
生
町
の
青
年
た
ち
が

「
牧
歌
舞
伎
保
存
会
」
を
結
成
。

86
年
に
は
茂
木
町
に
「
飯
野
歌
舞
伎
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
の
熱
い
想
い
が

復
活
公
演
を
成
功
さ
せ
、
い
ま
も
各
地
で
上
演
し
て
い
る
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
な
ど
、
伝
承
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

佐
野
市
北
部
（
旧
葛
生
町
）
の
牧
地
区
に
江
戸

時
代
か
ら
伝
わ
る
農
村
歌
舞
伎
で
す
。
江
戸
歌

舞
伎
の
関
三
十
郎
を
師
と
す
る
役
者
が
旧
田
沼

町
に
住
ん
で
い
て
、
牧
地
区
で
農
民
芝
居
を
楽

し
ん
で
い
た
人
た
ち
を
指
導
し
た
の
が
始
ま
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
盛
ん
だ
っ
た
の
は

１
９
３
５
年
頃
ま
で
。
牧
不
動
尊
の
春
と
秋
の

縁
日
に
上
演
し
て
い
ま
し
た
。
戦
後
、
途
絶
え

そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
伝
統
の
灯
が
消
え
な

い
う
ち
に
と
、
記
録
映
画
を
制
作
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
１
９
８
１
年
に
牧
歌
舞
伎
保
存
会

を
結
成
。
現
在
で
は
、
２
年
に
１
度
の
定
期
公

演
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
上
演
。
地
元
常

盤
中
学
校
の
生
徒
た
ち
に
指
導
す
る
な
ど
、
伝

承
に
努
め
て
い
ま
す
。（
栃
木
県
無
形
文
化
財
）

地
芝
居

地
域
に
受
け
継
が
れ
る

と
ち
ぎ
の

牧ま
ぎ

歌
舞
伎

（
佐
野
市
）

常盤中学校の生徒たちに歌舞伎を指導する牧歌舞伎保存会
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飯
野
歌
舞
伎

（
茂
木
町
）

山
あ
げ
祭

（
那
須
烏
山
市
）

松本歌舞伎（益子町）　益子町山本地域で
は、「松本歌舞伎舞台」が地域の人たちによって受
け継がれています。これは松本三ノ宮神社境内で行
われる郷土芸能の舞台。始まりは江戸時代後期と伝
えられています。歌舞伎舞台背景襖絵（益子町指定
文化財）が遺されていることから、かつては歌舞伎
が演じられていたようです。舞台公演は、しばらく
途絶えていましたが２００３年、地元自治会により
50年ぶりに復活。現在では４年に一度、自治会の
人たちが舞台を設営し、郷土芸能を披露しています。

　

茂
木
町
東
部
に
あ
る
飯
野
地
区
に
伝
わ
る
地
芝
居
「
飯
野
歌
舞
伎
」
が

始
ま
っ
た
の
は
、
明
治
時
代
の
中
頃
で
す
。
飯
野
地
区
で
農
業
を
営
む
渡

辺
松
太
郎
翁
が
、
隣
町
の
茨
城
県
下
館
で
公
演
し
て
い
た
市
川
延
十
郎
と

い
う
歌
舞
伎
役
者
か
ら
習
っ
て
、
近
所
の
農
家
の
人
と
「
大
都
座
」
を
結

成
し
、
演
じ
た
の
が
発
端
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
大
都
座
」
の
評
判

は
瞬
く
間
に
広
ま
り
、
地
元
の
神
社
の
お
祭
り
だ
け
で
な
く
近
隣
の
村
に

も
出
か
け
公
演
し
て
い
ま
し
た
。
大
正
期
に
は
も
う
ひ
と
つ
の
「
旭
座
」

が
旗
揚
げ
、
飯
野
歌
舞
伎
は
全
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
戦
争
の
た
め
一
座

は
解
散
。
新
た
に
「
都
座
」「
大
都
座
」
旗
揚
げ
な
ど
盛
衰
を
繰
り
返
し
、

１
９
６
６
年
の
公
演
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
１
９
８
６

年
、
渡
辺
松
太
郎
さ
ん
の
孫
で
『
大
都
座
」
の
座
元
で
も
あ
っ
た
高
橋
正

元
さ
ん
の
指
導
で
、
地
元
の
お
囃
子
保
存
会
を
中
心
に
練
習
を
開
始
。
同

年
11
月
に
は
、
飯
野
小
学
校
の
講
堂
で
復
活
公
演
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
上
演
す
る
ほ
か
地
元
の
小
学
校
で
指
導

を
続
け
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茂
木
町
無
形
文
化
財
）

　

那
須
烏
山
市
に
伝
わ
る
「
山
あ
げ
祭
」（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
で

も
地
元
の
人
た
ち
に
よ
る
歌
舞
伎
舞
踊
が
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。「
山
あ

げ
祭
」
は
、
１
５
６
０
年
に
八
雲
神
社
の
祭
礼
の
余
興
と
し
て
行
わ
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
祭
礼
に
は
、
奉
納
余
興
と
し
て
相
撲
や
神
楽
獅
子
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
常
磐
津
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な

り
、
宇
都
宮
や
常
陸
大
宮
か
ら
踊
り
手
を
招
い
て
余
興
を
催
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
現
在
は
毎
年
７
月
、
烏
山
山
あ
げ
保
存
会
の
芸
能
部
の
人
た
ち

に
よ
り
「
将
門
」「
戻
橋
」
な
ど
の
歌
舞
伎
舞
踊
が
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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tyuusyazyou

那須塩原市の塩原温泉から南に約６㌔、矢板市との境界近
くに美しい渓谷「スッカン沢」があります。スッカン沢は、
高原山を水源とする沢で、塩原温泉で箒川に合流。酸っぱ
い味がするのでこの名がついたとも言われています。沢の
近くは断崖が多く、流れ落ちる水が「素簾（それん）の滝」「仁
三郎の滝」「雄飛の滝」など美しい景観を創り出しています。
景観は初夏の緑、秋の紅葉だけでなく、凍てつくような冬
風景もまた美しいです。春から秋にかけては県道56号で
「雄飛（ゆうひ）橋」近くにある駐車場まで乗用車で行け
ますが、冬季は車両通行止めになっています。また、雄飛
橋から「山の駅たかはら」まで、スッカン沢に沿って遊歩
道が整備されていますが、現在、スッカン沢から先が一部
通行止めになっていますので注意が必要です。

栃木市の北部、永野川沿いの大地にある星野遺跡は、縄文時代
の遺物が数多く発掘されています。星野遺跡の森（公園）には、
縄文時代の住居などが復元され、自由に見ることができます。

華
厳
の
滝
か
ら
流
れ
落
ち
る
清
く
、
青
い
大

谷
川
の
流
れ
に
影
を
落
と
す
「
神
橋
」。
冬
は
、

雪
の
白
さ
が
朱
色
を
鮮
や
か
に
引
き
立
て
ま
す
。

スッカン沢（那須塩原市）

神
橋
と
大
谷
川
（
日
光
市
）

星野遺跡（栃木市）
撮影：櫻井宣英さん（那須塩原市）

雪
景
色

と
ち
ぎ
の
景
勝
百
選
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団欒
1987 年 2 月号より

とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ
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“
ゆ
と
り
あ
る
学
校
生
活
”
を
め
ざ
す
益
子
高
校

（
現
栃
木
県
立
益
子
芳
星
高
校
）
で
は
教
科
の
な

か
に
益
子
焼
を
製
作
す
る
陶
芸
や
染
色
デ
ザ
イ
ン

な
ど
10
項
目
の
実
習
テ
ー
マ
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

（
広
報
誌
「
と
ち
ぎ
」
81
年
３
月
号
よ
り
）

栃
木
県
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
五
月
十
一
日
か
ら
診
療
を
開
始

し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
頭
部
外
傷
な
ど

で
生
命
の
危
機
を
伴
う
救
急
患
者
に
対
し
二
十
四
時
間
体
制
で

処
置
を
行
う
三
次
救
急
医
療
施
設
。
県
は
五
十
三（
１
９
７
８
）

年
度
か
ら
一
次
、
二
次
の
医
療
機
関
の
整
備
を
進
め
て
い
た
が
、

昨
年
に
は
こ
れ
ら
の
機
関
を
結
ぶ
情
報
シ
ス
テ
ム
が
完
成
、
さ

ら
に
同
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
で
救
急
医
療
体
制
は
ほ
ぼ
整
っ

た
と
い
え
る
。　
　
（
広
報
誌
「
と
ち
ぎ
」
81
年
１
月
号
よ
り
）

毎
月
一
日
は
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
・
デ
ー
で
す
当
日
専
用
バ
ス
回

数
券
も
発
売
。
写
真
は
、
通
勤
の
マ
イ
カ
ー
な
ど
で
渋
滞
す

る
宇
都
宮
市
内
。（
広
報
誌
「
と
ち
ぎ
」
82
年
７
月
号
よ
り
）

新
４
号
は
、
59
（
１
９
８
４
）
年
度
内
に
２

車
線
で
開
通
の
予
定
。
宇
都
宮
の
瑞
穂
野
団

地
付
近
の
約
２
㌔
は
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

４
車
線
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
広
報
誌「
と
ち
ぎ
」82
年
11
月
号
よ
り
）

救
急
医
療
体
制
を
さ
ら
に
充
実

ク
ル
マ
社
会
を
見
直
そ
う

教
育
に
ゆ
と
り　
　

   

益
子
高
校

新
４
号
国
道

50
号
バ
イ
パ
ス      

建
設
す
す
む

とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ

1981-82
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栃
木
県
北
部
、
那
珂
川
町
に
あ
る
小
さ

な
山
里
、
小
砂
地
区
が
、
こ
の
ほ
ど
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
正
式
加
盟

し
ま
し
た
。
同
連
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
素

朴
で
美
し
い
村
を
厳
選
し
て
紹
介
す
る
と

い
う
「
フ
ラ
ン
ス
の
最
も
美
し
い
村
」
を

モ
デ
ル
に
、
日
本
の
農
山
漁
村
の
景
観
・

文
化
を
守
り
「
最
も
美
し
い
村
」
と
し
て

の
自
立
を
目
指
そ
う
と
、
05
年
に
北
海
道

美
瑛
町
な
ど
７
市
町
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
同
連
合
加
盟
に
は
、
審
査
員
に
よ
る

現
地
調
査
な
ど
厳
格
な
資
格
審
査
が
あ
る

ほ
か
、
５
年
ご
と
に
運
動
が
継
承
さ
れ
て

い
る
か
な
ど
の
再
審
査
が
あ
り
ま
す
。
小

砂
地
区
の
認
定
で
連
合
加
盟
は
全
国
54
か

所
に
、
栃
木
県
内
で
は
唯
一
で
す
。

　

小
砂
地
区
は
、
関
東
屈
指
の
清
流
・
那

珂
川
の
東
側
に
あ
る
人
口
８
０
０
人
ほ
ど

の
小
さ
な
集
落
。
緑
豊
か
な
里
山
に
田
園

風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
縄
文

土
器
が
数
多
く
出
土
す
る
地
、
焼
き
物
の

里
、
温
泉
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
歴
史

的
建
造
物
も
点
在
し
て
い
ま
す
。

 

「
外
か
ら
来
た
人
は
み
ん
な
、
小
砂
は
い

い
所
だ
と
言
う
ん
で
す
が
、
何
が
い
い
ん

だ
か
、
気
が
つ
き
ま
せ
ん
よ
ね
。
住
ん
で

い
る
人
に
は
」
と
、
当
時
行
政
区
長
と
し

て
連
合
加
盟
を
推
進
し
て
き
た
藤
田
清
さ

ん
。
現
在
は
「
小
砂V

illage

協
議
会
」

の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

 

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
協
議
会
加
盟

の
き
っ
か
け
は
、
都
会
か
ら
小
砂
に
移
り

住
ん
だ
大
熊
貞
雄
さ
ん
か
ら
の
提
案
で
し

た
。
大
熊
さ
ん
は
、
海
外
生
活
が
長
く
、

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
海
外
の
美
し
い
山
里

を
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。
小
砂
地
域

に
も
「
フ
ラ
ン
ス
の
最
も
美
し
い
村
」
の

よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
会
加
盟
を
勧
め
ま
し
た
。

 

「
小
砂
に
は
、
陶
芸
家
や
彫
刻
家
な
ど
た

く
さ
ん
の
芸
術
家
が
移
り
住
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
炭
焼
き
名
人
小
滝
寅
雄
さ

ん
が
焼
く
炭
は
、
木
口
に
美
し
い
放
射
状

の
菊
の
文
様
を
つ
く
る
こ
と
か
ら“
菊
炭
”

と
し
て
全
国
の
茶
道
家
に
愛
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
茶
道
が
芸
術
な
ら
そ
の
炭
も
ま
た

芸
術
。
地
域
の
人
た
ち
の
多
く
が
『
日
本

で
最
も
美
し
い
村
』
加
盟
へ
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
小
砂
の
魅
力
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
」
と
藤
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
資
源
を
う
ま
く
活
用
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。
藤
田
さ
ん
は
、
こ
の
里
に

若
者
を
呼
び
込
み
、
大
胆
に
も
現
代
ア
ー

ト
の
森
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
昨
年

５
月
、
那
珂
川
の
下
流
に
位
置
す
る
茨
城

県
那
珂
湊
市
で
毎
年
ア
ー
ト
展
を
開
催
し

て
い
る
小
佐
原
孝
幸
さ
ん
の
協
力
で
「
小

砂
環
境
芸
術
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
芸

術
祭
の
大
賞
受
賞
作
品
は
、
美
術
大
学
の

学
生
た
ち
が
１
か
月
以
上
地
域
に
滞
在
し

て
制
作
し
た
彫
刻
群
。
杉
林
の
間
伐
を
利

用
し
て
、
都
会
の
人
々
を
林
の
中
に
再
現

し
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
こ
の
森
を
核
に

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

 

「
学
生
の
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
ね
。
わ
れ
わ

れ
地
域
の
老
人
だ
け
で
は
、
い
く
ら
、
話

し
合
っ
て
も
、
行
動
に
結
び
つ
か
な
い
ん

で
す
。
活
性
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
よ
そ

者
・
若
者
・
ば
か
者
と
言
わ
れ
ま
す
。
第

三
者
の
視
点
を
持
っ
た
“
よ
そ
者
”
行
動

力
の
あ
る
“
若
者
”
そ
し
て
一
生
懸
命
に

打
ち
込
め
る
“
ば
か
者
”
と
が
三
位
一
体

と
な
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
実
現
し
、

継
承
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
藤
田
さ
ん
。

小砂 Village 協議会会長 藤田 清さん
（那珂川町）

小砂の田園風景 彫刻を制作する美大生

薪の壁もまたアート

作品を自然の中に展示

菊炭

杉林に設けられた『小砂里山の芸
術の森」。里山整備と、アート表現。
地元の人と都会の学生と、双方の
利益が一致し実現しました

日本で最も美しい村・小
こ い さ ご

砂
栃
木
県
初
の「
最
も
美
し
い
村
」

里
山
に
豊
富
な
地
域
資
源

三
位
一
体
で
地
域
を
元
気
に

シリーズ●とちぎのひと人
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「フォトとちぎ」休刊のお知らせ　「フォトとちぎ」は今号をもって休刊となります。長年のご愛読ありがとうございました

スカイベリー

　大粒で、きれいな円すい型、甘みと酸
味の絶妙なバランス。「いちご王国とち
ぎ」から新しいいちごが誕生しました。
その名は「スカイベリー」。大きさ、美
しさ、おいしさのすべてが天空に届くよ
うな素晴らしいいちごという意味が込め
られ、栃木県にある百名山（深田久弥著
「日本百名山」）のひとつ「皇海山（すか
いさん）」（日光市）にもちなんでいます。
　「スカイベリー」は、栃木県が全国
で初めて設置した「いちご研究所」で、
17年の歳月をかけて開発しました。「大
粒で甘く、しかも栽培しやすい」いちご

を目指して、10万を超えるの株の中か
ら新品種「栃木 i27 号」を選抜し、2011 年
に農林水産省に品種登録を出願しました。
　名称は全国から応募のあった4388
点の中から「スカイベリー」に決定し、
2012年に商標登録されました。
　スカイベリーは「とちおとめ」に比べ
て収穫量が多く、病気に強いうえ、25g
以上の大粒果実発生割合が6割を超え
るなど、栽培上でも優れた特徴をもって
います。現在、県内の約100戸の農家
が試験栽培中で、2014 年 12 月から
本格的な出荷が始まります。
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